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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和４年度第２回谷浜・桑取区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 【協議事項】 

  地域活動支援事業について（公開） 

  ①提案者による提案説明、質疑応答 

  ②委員協議・採決 

３ 開催日時 

令和４年５月３０日（月）午後６時３０分から午後７時３４分 

４ 開催場所 

上越市立谷浜・桑取地区公民館 大会議室 

５ 傍聴人の数 

１人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員： 坪田 剛（会長）、金森幸雄（副会長）、安達麻美、齊藤德夫、 

佐藤寿美子、佐藤峰生、田村 隆、荷屋和夫、平野コトミ、水嶌豊秋、

横田正美（欠席者１名） 

・事務局： 北部まちづくりセンター：中村センター長、小川係長、千田主任 

８ 発言の内容 

【中村センター長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【坪田会長】 

 ・挨拶 

 ・会議録の確認：佐藤峰生委員に依頼 
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  議題【協議事項】地域活動支援事業について、事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 

・資料№１ 令和４年度 谷浜・桑取区地域活動支援事業提案書受付一覧に基づき説明 

・本日の進め方について説明 

【坪田会長】 

では、これから各団体の提案者にヒアリングを行う。 

最初に「№１ 城ケ峰砦・長浜砦の景観保全事業」について、提案者へ補足説明を求

める。 

【提案№１ 城ケ峰砦・長浜砦の景観保全事業提案者】 

・提案書に基づき補足説明 

【坪田会長】 

 提案者に対し、質疑を求める。 

【田村委員】 

  今後の事を踏まえて検討いただきたいのが、山道を下って東のほうに行くと郷津に降

りる。フィッシングセンターの駐車場から上がった所だが、今は通行止めになっている。

あの辺を開放することによって、もう少し来訪者が多くなるのではないかと思うがいか

がか。 

【提案№１ 城ケ峰砦・長浜砦の景観保全事業提案者】 

  フィッシングセンターの所から上がる道路は市道で管理は上越市である。あそこの頂

上は、産業廃棄物の埋立地だったという経緯があり、勝手に入って谷沿いに不法投棄が

あってはならないということで、入り口に鍵をかけて関係者以外は通行止めにしている。

入り口から上は以前、ＮＴＴの無線の中継所があったが役目が終わり取り壊されている。

そこから先の長浜砦に向かう道は、森林組合が森林の整備をするための作業道として整

備されたものである。その途中で高さが２、３ｍ程落ちている。草をかき分けて歩くこ

とは可能だが車ではまず無理だと思う。昔、長浜町内会で年に 1 回上がって、散策した

こともあるが、最近は草が多くて行っていない。今現在、草を刈っただけで長浜砦、城

ケ峰砦のほうまでは簡単には来られないと思うし、道に手を加えることは、私どもでは

手に負えない。何か違った方法を考え、進めていかなければならないと思っている。 

【佐藤峰生委員】 

  来年度から制度が変わるということで、今年度のうちに何をするか、ある程度優先順
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位をつけているかと思うが、来年度以降、予算がつかない状態で従来と同じ活動をする

というのはかなり難しい部分があると思う。具体的にどのようにしたいか考えがあれば

伺いたい。予算を取りにいくか。取りにいかないで自分たちでできる範囲で行うかであ

る。 

【提案№１ 城ケ峰砦・長浜砦の景観保全事業提案者】 

  本来、私たちはボランティア活動をしようということで行ってきたので、予算がなく

ても活動する。そういう気持ちで継続して活動したいと思っている。 

【坪田会長】 

他に質疑はないので終了とする。 

次に「№２ 谷浜・桑取区のガイドマップ作成事業」について、提案者へ補足説明を

求める。 

【提案№２ 谷浜・桑取区のガイドマップ作成事業提案者】 

・提案書に基づき補足説明 

【坪田会長】 

提案者に対し、質疑を求める。 

  補助金がなくなった時の対応を伺いたい。 

【提案№２ 谷浜・桑取区のガイドマップ作成事業提案者】 

  ガイドマップの増刷は今回を最後にしたい。もし、また増刷するのであれば、この地

域でスポンサーを探して、募金等で行えたらありがたいと思っている。 

【坪田会長】 

他に質疑はないので終了とする。 

― 提案者退室 ― 

次に「№３ 桃源郷（花桃の里）を育む事業」について、提案者へ補足説明を求める。 

【提案№３ 桃源郷（花桃の里）を育む事業提案者】 

・提案書に基づき補足説明 

【坪田会長】 

提案者に対し、質疑を求める。 

【佐藤峰生委員】 

  今、植えられている花は、花桃と彼岸花だと思うが、今後種類を増やす予定はあるか。 

【提案№３ 桃源郷（花桃の里）を育む事業提案者】 
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  蓮田に、景観に合うようにあやめを植えたらどうかという案が出ている。年中、花の

ある景観にしていきたいと思っている。 

【佐藤峰生委員】 

  四季を通じて観光に訪れる方がたくさんいる状況にしていただければと思う。 

【佐藤寿美子委員】 

  質問ではないが、地域の人でも知らない人が沢山いるので、もっとＰＲしたらよいの

ではないか。場所が少し奥に入っているので、近くを通っていても見えない時もある。

これから先、いろいろな花が咲くのであれば考えたほうがよいのではないかと思う。活

動する費用も入り口に募金箱を置くなどの工夫をしたらどうか。 

【坪田会長】 

  補助金がなくなった時の対応を伺いたい。 

【提案№３ 桃源郷（花桃の里）を育む事業提案者】 

今回で、大きな金額のかかるものについてはお願いして実現した。木が育たないうち

に花も咲いたので、来年以降はＰＲとして各町内に自前のもので回覧を出そうという考

えもある。補助金がないから行わないというわけにはいかないので、何としてでも続け

て、次の世代に託していきたいという考えでいる。 

【坪田会長】 

他に質疑はないので終了とする。 

― 提案者退室 ― 

次に「№４ 里神楽伝承による地域の元気創造事業」について、提案者へ補足説明を

求める。 

【提案№４ 里神楽伝承による地域の元気創造事業提案者】 

・提案書に基づき補足説明 

【坪田会長】 

提案者に対し、質疑を求める。 

【佐藤峰生委員】 

  今回、予算の中で備品購入が多いが、来年度以降さらに準備しなくてはならない備品

はあるか。 

【提案№４ 里神楽伝承による地域の元気創造事業提案者】 

  ここまでの段階では、過去に衣装を揃えていただいた。そして、今回、舞台設備を提
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案したので、特に揃えようというものは無いが、衣装は足りていない。ただし、私が保

管している物、会長の所で保存している物、長浜の宮司が保管している物等々、神社で

揃えていただいている物を流用して使わせていただくということで、地域の皆さんに了

解をいただいた中で行っているので、当面細かい備品や衣装等の補充は考えていない。  

【坪田会長】 

他に質疑はないので終了とする。 

― 提案者退室 ― 

次に「№５ 地域の歴史的建造物ＰＲ事業」について、提案者へ補足説明を求める。 

【提案№５ 地域の歴史的建造物ＰＲ事業提案者】 

・提案書に基づき補足説明 

【坪田会長】 

提案者に対し、質疑を求めるが質疑はないので終了とする。 

― 提案者退室 ― 

次に「№６ たにはま公園創造の森ＰＲ事業」について、提案者へ補足説明を求める。 

【提案№６ たにはま公園創造の森ＰＲ事業提案者】 

・提案書に基づき補足説明 

【坪田会長】 

提案者に対し、質疑を求める。 

【佐藤峰生委員】 

  次年度から制度が変わるということで、予算付けがされない状況で継続することにな

るが、具体的にどのような活動の予定をされているか。 

【提案№６ たにはま公園創造の森ＰＲ事業提案者】 

  子どもたちの課外授業で説明する「創造の森」の看板を提案させてもらった。そうい

う意味で学校の課外活動で使用しているものなので、新たに予算を必要とするという事

業ではない。今後について、たにはま公園はいろいろな歴史がある。私も最初は火力発

電の土が余ったから投入するのだと思っていたがそうではなく、たにはま公園を作るた

めに許可を得て、その余った土を火力発電所の埋め立て用地に入れたということである。

そういったことを知らない人が多いという気がする。たにはま公園管理組合としては、

草刈を行うだけではなく、そのようなことを調べてみたらよいのではないかと思う。 

【坪田会長】 
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他に質疑はないので終了とする。 

― 提案者退室 ― 

それでは委員協議に入る。 

最初に「№１ 城ケ峰砦・長浜砦の景観保全事業」について質疑を求めるがなし。採

択とすることに賛成の方の挙手を求める。 

  （全員挙手） 

  では、採択とする。 

次に「№２ 谷浜・桑取区のガイドマップ作成事業」について質疑を求めるがなし。

採択とすることに賛成の方の挙手を求める。 

（全員挙手） 

  では、採択とする。 

「№３ 桃源郷（花桃の里）を育む事業」について質疑を求めるがなし。採択とする

ことに賛成の方の挙手を求める。 

  （挙手多数） 

  では、採択とする。 

「№４ 里神楽伝承による地域の元気創造事業」について質疑を求めるがなし。採択

とすることに賛成の方の挙手を求める。 

  （全員挙手） 

  では、採択とする。 

「№５ 地域の歴史的建造物ＰＲ事業」について質疑を求めるがなし。採択とするこ

とに賛成の方の挙手を求める。 

  （全員挙手） 

  では、採択とする。 

  「№６ たにはま公園創造の森ＰＲ事業」について質疑を求めるがなし。採択とする

ことに賛成の方の挙手を求める。 

  （全員挙手） 

では、採択とする。 

以上で採択審査は終了とする。 

次に採択結果について、事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 
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 採択審査の結果、採択額４４５万５，０００円となり、残額が４４５，０００円とな

った。今年度は追加募集等を行わないので、地域活動支援事業の採択審査は終了とする。 

【坪田会長】 

 次に「その他」について、事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 

前回配布した資料「地域自治推進プロジェクト及び令和４年度の地域協議会の取組等

について」の資料№２で本年度の地域協議会の取組等について説明した。次回以降の谷

浜・桑取区地域協議会の取組について、自主的審議のテーマの検討を進めるか、地域活

性化の方向性の作成を進めるかのいずれかと思うが、意見を伺いたい。 

【坪田会長】 

  自主的審議のテーマを検討して進めるか、地域活性化の方向性を検討して進めるかだ

が、どちらがよいか意見を求めるがなし。 

【千田主任】 

  事務局としては、今後、地域活性化の方向性の協議を進めることを先行していただけ

ればと思っている。ただ、令和５年度で市に予算を計上するような地域事業があれば、

その時点で協議させていただければと思っている。自主的審議のテーマでは、地域を元

気にする提案事業や意見書につながるものとなっているの。地域活性化の方向性は自主

的審議のテーマ設定や地域を元気にする内容設定や意見書の内容を制限するものではな

いので、地域の魅力や特性という明るいテーマとして話し合っていけたらと思っている。 

【坪田会長】 

  谷浜・桑取区については元気がなくなってきているので、元気が出るような提案をし

ていただきたい。地域の活性化を求めて次回以降進めていくので、皆さんの意見があっ

たらお聞かせ願いたい。 

【千田主任】 

 ・次回協議会：６月２３日（木）午後６時３０分から 

【坪田会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 北部まちづくりセンター 

    TEL：025-531-1337 
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E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp１

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 

mailto:hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp

